
ブランドスローガン

ステートメント
どちらかと言えば目立つことの少ない、素材という存在。

でもよく見れば、それは、なくてはならないものばかり。

いのちと向き合いつづける深さと、グローバルに展開する広さと。

このふたつが私たちの特長ならば、それをもっともっと

伸ばしたいと思う。日常や人生の小さな叫びも聞き漏らさずに、

いのちと世界の役に立ちたい私たちです。

理念
rinciple

めざす姿
ision

alues
大切にすること

『順理則裕』 なすべきことをなし、ゆたかにする

企業理念体系

サステナブル・ビジョン2030 （2022年5月発表）

Principle
理念

『順理則裕』
なすべきことをなし、ゆたかにする

Vision
めざす姿

私たちは、素材＋サイエンスで
人と地球に求められるソリューションを
創造し続けるグループになります

Values
大切にすること

私たちは、変化を恐れず、変化を楽しみ、
変化をつくります

めざす姿 Innovation
私たちは、素材＋サイエンスで人と地球に求められるソリューションを創造し続けるグループになります

未来へつなぐ
チャレンジ

Prosperity
安心してくらせる「ゆたか」な社会の実現と企業価値向上のスパイラルアップ

2030年の
ありたい姿

貢献により
解決する社会課題

2030年の
社会変化・トレンド

安全・人権や社会正義への
対応の標準化

医療アクセス・健康増進の
ニーズ拡大・多様化

人口動態変化・「人」中心の
イノベーション・都市化の加速

脱炭素・資源循環・
天然資源の制約

People Planet

従業員の
ウェルビーイング &
サプライチェーンの人権

健康な生活 &
ヘルスケア

スマートコミュニティ&
快適な空間

脱炭素社会 &
循環型社会

良質な水域・大気・
土壌 & 生物多様性

● 「現場が主役」
   従業員の安全・誇りとやりがい
●  サプライチェーン全体の人権尊重

●  感染症分野へ貢献
●  QOL 向上へ貢献

●  「人」中心の 
デジタル社会実現への貢献

●  快適空間の創造

●  カーボンニュートラルへ貢献
●  資源循環に向けた 

エコシステムの形成

●  ソリューションを通じて 
環境を良質化

●  フードロス削減へ貢献

めざす姿を実現する
コミットメントイントロダクション

事業開発戦略 人材戦略

東洋紡の稼ぐ力
稼ぐ力を高める経営戦略 価値創造ストーリー 事業戦略

コーポレート・
ガバナンス データ

グリーン戦略 サステナビリティ戦略

サステナブル・グロースの実現

企業価値 経済的価値 社会的価値
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※1999年度以降は連結売上高および営業利益率

4,216億円
売上高

%
営業利益率

6.6

※

542億円衣料繊維事業

3,674億円非衣料繊維事業

コア技術

先端材料

環境・
エネルギー

ヘルスケア

フィルム

環境・機能材

ライフ
サイエンス

繊維

事業領域 価値提供領域

バイオ

高分子

高まる環境意識・デジタル技術の進化進む情報化、国際化安定成長期戦後復興、高度経済成長日本の産業発展

第1の変革期
ポリマー技術の
獲得と発展

第2の変革期
技術の進化と事業の多角化

第3の変革期
“モノづくり” から “ソリューション” へ

1880 1920 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

快適な
衣料のために
綿・羊毛から合成繊
維まで高機能繊維
メーカーに発展

デジタル環境の
向上のために
モニターに用いられる
高透明性・易接着性に
優れたフィルムを提供

フードロス
削減のために
食品の保存期間
を延長するフィル
ムを提供し廃棄食
品の削減に貢献

消防活動の安全性向上
に寄与するために
消防服をはじめ、さまざま
な分野でくらしを支える高
強度・難燃性の繊維を提供

環境汚染を
防止するために
酵母によって糖類を
分解・除去する廃液
処理を実現

医療現場を
支えるために
透析治療に用いられ
る人工腎臓用の「膜」
を提供

清浄な
空気のために
VOCを効率的に吸着・脱
着し、回収したVOCを再
利用する装置を開発、提供

海水を有効活用
するために
海水を淡水化する
装置に用いられる
「膜」を提供

1882年
大阪紡創立。日本初の民営会
社組織による大規模紡績工場
として紡績事業を開始。

1914年
大阪紡と三重紡
が合併し東洋紡
創立。

1956年
合成繊維事業を開始。アクリル繊
維からスタートし、1962年にはポ
リエステル繊維の技術を導入。

1963年
フィルム事業を開始。
以降包装用フィルム
の総合メーカーとし
ての地歩を固める。

1972年
診断薬・原料事業に進出。
パルプ事業における酵母
研究が基盤となった。後
に診断薬市場にも進出。

1970年
合成繊維事業や高分
子化学の技術をベー
スにプラスチック事業
を開始。

1979年
機能膜事業として、海水淡
水化モジュールの商業販売
を開始。後に血液透析用の
「膜」の提供も開始。

2020年
最短60分以内で抽出から
検出・測定可能な新型コロ
ナウイルス検出キットを開
発・販売開始。

2020年
持続可能な成長を実現す
るための世界的な枠組み
であるUNGC（国連グロー
バル・コンパクト）に署名。

天然繊維の
紡績・織布

酵母・培養

化学繊維 合成繊維

社会課題・市場ニーズ

東洋紡グループは、創立以来、時代の変化と社会のニーズに応え、
天然繊維から化学繊維・合成繊維、フィルム、
バイオ・メディカルへと、自らの事業内容を変革し続けてきました。
これまでのあゆみを礎に、社会の期待に応える
製品・ソリューションの創出を通じて、
持続可能な社会の実現への貢献と、
事業の成長を推進しています。

東洋紡グループのあゆみ

めざす姿を実現する
コミットメントイントロダクション

事業開発戦略 人材戦略

東洋紡の稼ぐ力
稼ぐ力を高める経営戦略 価値創造ストーリー 事業戦略

コーポレート・
ガバナンス データ

グリーン戦略 サステナビリティ戦略

サステナブル・グロースの実現

企業価値 経済的価値 社会的価値
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※2026年度より報告セグメントの区分を以下の通りに変更。
　上記は変更後の区分で記載
● 「機能繊維・商事」の名称を「繊維」へ変更
● 「機能繊維・商事」に含まれていた一部事業を「その他」へ変更

工業用フィルム 包装用フィルム

重合・フィルム製膜・コーティングの一貫した技術を強みに、 
先端ＩＴ材料の提供や環境負荷低減への貢献を通じて新たな価値を提供します。

コスモシャインSRF ®

虹むらを解消する
超複屈折フィルム

コスモピール®、ピューレックス®

剥離性に優れた離型フィルム
※セラミックコンデンサのイメージ

スペースクリーン®

環境配慮型の熱収縮フィルム
F&G ®

鮮度・品質維持に貢献する
曇らないフィルム

フィルム

樹脂・ケミカル 環境・ファイバー

電子材料、環境、モビリティ分野などにおいて、
付加価値の高い機能素材をグローバルに展開し、世界の課題解決に貢献します。

ペルプレン®

熱可塑性ポリエステル
エラストマー

バイロン®、ハードレン®

塗料・コーティング材・
接着剤用樹脂

K-FILTER® VOC回収装置
排気ガス中のVOCを
効率的に吸着・回収

ホロセップ® BC膜
海水・排液などを高濃縮し
有価物を回収できる膜

環境・機能材

バイオ関連製品 分離膜・
モジュール

バイオ・製膜の2つをコア技術とし、さまざまな技術の融合を通じて、
医療分野を支える基盤材料・要素技術を提供します。

FAD-GDH
血糖値測定センサー用の
原料酵素

遺伝子診断薬
感染症の診断を支援

人工腎臓用中空糸膜
透析に用いられる
ろ過特性を有する

抗体医薬製造用
ウイルス除去用の「膜」

ライフサイエンス

エアバッグと繊維事業で構成。
高機能繊維メーカーとして長年培った技術を生かし、快適なくらしを支えます。

エアバッグ用
基布・原糸

エアバッグ用基布

衣料用繊維

高級トーブ生地
特殊な紡績技術などを
駆使した最高級品

産業・工業資材
/メディカル材料

メディカル関連材料
医療分野に使用される
安心・安全な機能材料

繊維

不動産・その他
213億円

繊維
805億円

環境・機能材
1,101億円 ライフサイエンス

345億円

2025年度
連結売上高

4,216億円

フィルム
1,752億円

東洋紡グループの事業

42%

8%

5%

19%

26%

※

抗体医薬原液

中空糸膜

ウイルス
（約20ナノメートル）

抗体タンパク質
（約10ナノメートル）

めざす姿を実現する
コミットメントイントロダクション

事業開発戦略 人材戦略

東洋紡の稼ぐ力
稼ぐ力を高める経営戦略 価値創造ストーリー 事業戦略

コーポレート・
ガバナンス データ

グリーン戦略 サステナビリティ戦略

サステナブル・グロースの実現

企業価値 経済的価値 社会的価値
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190

△7

25
20

112

1.71.7 1.31.3
2.32.3 3.83.8

△0.3△0.3 1.31.3 1.01.0

5.55.5

財務指標 サステナビリティ指標

営業利益／EBITDA／営業利益率

当期純利益／ROE／ROIC 重点事業比率

有利子負債／自己資本／D/Eレシオ

経営目標  |  2030中期経営計画「額だけでなく率にこだわる経営へ」

2022 2023 2024 2025 2030目標 （年度）

（億円）

営業利益 EBITDA 営業利益率

ROICROE

D/Eレシオ
（%）

10.0

20.0

0.00

100

200

300

400

500

600

700

800

101 90

291 288

394

525

762

167

279

450

9.09.0

3.93.9
2.22.22.52.5

6.66.6

2022 2023 2024 2025 2030目標 （年度）

（%）

当期純利益

5.0

0.0

10.0

△2.5

（億円）

△50

0

50

100

150

200

2022 2023 2024 2025 2030目標 （年度）

（億円） （倍）
有利子負債 自己資本

1.00

2.00

0.00

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2,294
2,492

1,896 1,970 1,953 2,133

2,679 2,610

1.371.37
1.261.261.211.21 1.221.22

2025見通し※1 2030目標 （年度）
※1 2026年4月時点の見通し
※2 東洋紡単体、東洋紡エムシー（株）、東洋紡STC（株）および東洋紡せんい（株）

重点事業比率（使用資本比率）

（%）

0

20

40

60

80

100

27%

従業員エンゲージメントスコア※2

GHG排出量削減 Scope1,2 （2013年度比）

フィルムのグリーン化比率

重大インシデント

目標
8%超
目標

8%超

目標
1.2倍
未満

目標
1.2倍
未満

目標
50%超
目標

50%超
目標

6%超
目標

6%超

GHG

ゼロゼロ

60%18%

2025年
実績

2030年
目標

2025年度
実績

2030年度
目標

2025年度
実績

2030年度
目標

2025年度
実績

2030年度
目標

52% 70%
以上

以上削減
46%

削減
37%

めざす姿を実現する
コミットメントイントロダクション

事業開発戦略 人材戦略

東洋紡の稼ぐ力
稼ぐ力を高める経営戦略 価値創造ストーリー 事業戦略

コーポレート・
ガバナンス データ

グリーン戦略 サステナビリティ戦略

サステナブル・グロースの実現

企業価値 経済的価値 社会的価値
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編集方針

情報開示について

　東洋紡グループの統合報告書は、株主・投資家をはじめとするステークホルダーの皆さまに、当社グ
ループが素材＋サイエンスで人と地球に求められるソリューションを創造し続ける会社であること、およ
び、その中長期の価値創造ストーリーへのご理解を深めていただくことを目的に制作しています。2026年
版では、「サステナブル・ビジョン2030」の後半に位置付けられる「2030中期経営計画」において掲げる3

つの施策「事業ポートフォリオ改革」「未来への布石」「基盤づくり・強化」を軸に、経営目標の達成に向けた
道筋を一貫したストーリーとしてお示しすることに注力しました。
　なお、編集・制作は、国際会計基準（IFRS）財団が推奨する「国際統合報告フレームワーク」、経済産業省
の「価値協創ガイダンス」などを参照し、サステナビリティ・企画部門を中心に部門横断的な協力体制のも
と行いました。

企業価値向上とコンテンツの対応
　本報告書では、企業価値は経済的価値と社会的価値の掛け算であるという考え方に基づき、「企業価値」

「経済的価値」「社会的価値」に分類してページごとに紐づけています。
　経済的価値とは、事業を通じて利益を生み出す「稼ぐ力」であり、社会的価値とは、社会やステークホル
ダーから寄せられる「信頼」です。それぞれに対応する具体的な取り組みを解説することで、当社グルー
プの中長期的な企業価値向上の道筋を分かりやすく示します。

※本書内の®あるいは「TM」付記の名称は、当社グループの日本における登録済または出願中の商標です

本文中に記載がない場合は、東洋紡グループを対象としています。
財務情報は、連結ベースの数値です。

報告対象組織

2025年4月～2026年3月（2026年4月以降の情報も一部含んでいます）報告対象期間

2026年8月発行

●   GRIスタンダード（日本語版）
●   IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」
●   気候関連財務情報開示タスクフォース「TCFD提言」
●   環境省「環境報告ガイドライン2018年版」
●   経済産業省「価値協創ガイダンス 2.0」

参考ガイドラインなど

TOYOBO REPORT 2026
東洋紡グループ統合報告書　2026年3月期

財務情報 サステナビリティ情報

株主・投資家の皆さま向けに、決算短信や有価証券
報告書、決算説明会資料などのIR資料をまとめてい
ます。また、財務・業績の状況、株式情報やIRカレン
ダー、よくあるご質問などを掲載しています。

「株主・投資家情報」ウェブサイト 「サステナビリティ」ウェブサイト

サステナビリティに関する当社グループの取り組み
と各種データを掲載しています。
サステナビリティ　

ESGパフォーマンスデータ　

金融商品取引法第24条第1項に基づき作成し、企業
の概況、事業内容、設備状況、営業状況、財務諸表
などを掲載しています。

有価証券報告書

例年11月時点のウェブサイト「サステナビリティ」の
情報をPDF化し、アーカイブしています。

サステナビリティレポート

「コーポレートガバナンス・コード」にのっとり、当社
グループの考えや体制を掲載しています。

コーポレート・ガバナンス報告書

全社とセグメント別の主要な財務データを11年分、
非財務データを5年分掲載しています。

ファクトブック

TOYOBO REPORT
（統合報告書）

見通しに関する注意事項
　本報告書中の見通しや目標など、将来に関する記載事項は、本報告書作成時点において入手可能な情
報に基づいて作成したものであり、実際の業績などは、今後の種々の要因によって、本報告書の記載事項
と異なる場合がありますことをご了承ください。

企業価値 経済的価値 社会的価値

主な対応コンテンツ 価値創造ストーリー、CEOメッセージ、CTOメッセージ、人材戦略
 中期経営計画、事業戦略、CFOメッセージ
 サステナビリティ戦略、コーポレート・ガバナンス

企業価値

経済的価値

社会的価値

事業開発戦略 人材戦略

東洋紡の稼ぐ力
稼ぐ力を高める経営戦略 価値創造ストーリー 事業戦略

コーポレート・
ガバナンス データ

グリーン戦略 サステナビリティ戦略

サステナブル・グロースの実現

経済的価値 社会的価値

TOYOBO REPORT 2026 05イントロダクション めざす姿を実現する
コミットメント

企業価値
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https://ir.toyobo.co.jp/ja/ir/library/integrated.html
https://ir.toyobo.co.jp/ja/ir.html
https://www.toyobo.co.jp/sustainability/
https://www.toyobo.co.jp/sustainability/esgdata/
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目 次

東洋紡グループの強みである高分子技術とバイオ技
術が融合し、多様な事業がつながることで新たなイノ
ベーションを生み出す姿を、分子を想起させる有機的
なモチーフで表現しています。環境や人々のくらし、科
学などを象徴するビジュアルを組み合わせることで、
当社グループが「素材＋サイエンスで人と地球に求め
られるソリューションを創造し続ける」こと、そして、いの
ちと世界の役に立ちたいという想いを描いています。

ページ間を移動しやすいよう、各ページの上部にカテゴリ
タブとナビゲーションボタンを設けています。本文中に設
けているリンクボタンをクリックすると、関連する本報
告書の当該ページやウェブサイトに移動します。

本報告書（PDF）の使い方

ナビゲーションボタン

前のページに
移動します

次のページに
移動します

目次ページに
移動します

直前に表示していた
ページに戻ります

リンクボタン

関連ウェブサイトにリンクしています。

本報告書内の関連ページに
リンクしています。リンク先 p.00

TOYOBO REPORT 2026
東洋紡グループ統合報告書　2026年3月期

COVER STORY■事業戦略
事業戦略 26

フィルム事業 27

ライフサイエンス事業 28

環境・機能材事業 29

繊維事業 30

サステナブル・グロースの実現

■事業開発戦略
CTOメッセージ 31

知的財産戦略 33

TX［Toyobo-Transformation］
―DXを包含した「付加価値革命」による経営変革― 34

■人材戦略
東洋紡のめざす人的資本経営 35

めざす姿-1  共創・変革人材 36

めざす姿-2  しなやかで強い組織 37

めざす姿-3  安心と働きがい 38

特集：現場の気づきから実現した
多様な人材が働きやすい職場 39

■グリーン戦略
環境マネジメント 40

事業を通じた環境価値の創出 41

環境への責任
～東洋紡グループの2030年度目標～ 42

気候変動による財務関連情報開示
（TCFDに基づく開示） 43

イントロダクション
企業理念体系｜ サステナブル・ビジョン2030 01

東洋紡グループのあゆみ 02

東洋紡グループの事業 03

経営目標 ｜ 2030中期経営計画
「額だけでなく率にこだわる経営へ」 04

編集方針 05

目次 06

めざす姿を実現するコミットメント
東洋紡グループのありたい姿 07

CEOメッセージ 08

ワンチーム経営を担うリーダーの決意 11

東洋紡の稼ぐ力

■稼ぐ力を高める経営戦略
過去中期経営計画とありたい姿 12

2025中期経営計画の振り返り 13

2030中期経営計画 14

事業ポートフォリオ改革 15

CFOメッセージ 16

■価値創造ストーリー
価値創造プロセス 19

価値創造サイクル
―東洋紡グループのビジネスモデル― 20

東洋紡グループの強み 21

東洋紡グループの価値提供領域 22

マテリアリティ 23

ビジョン達成に向けた
リスクと機会とマテリアリティ 24

■サステナビリティ戦略
サステナビリティ・マネジメント 45

人権の尊重 46

安全・防災 47

品 質 48

コンプライアンス 49

リスクマネジメント 50

コーポレート・ガバナンス
CEO×社外取締役クロストーク 51

役員一覧 53

取締役の会議出席状況、スキル 54

コーポレート・ガバナンスの変遷 55

取締役会の独立性、多様性 56

取締役会の実効性評価 ｜ 中期経営計画
策定における取締役会の関与 57

経営陣幹部の選解任
および取締役候補者の指名 58

役員報酬制度 59

株主・投資家との対話 ｜ 政策保有株式 60

データ
11年間の主要財務データ 61

主要サステナビリティデータ 63

第三者保証報告書 64

会社情報 65

企
業
価
値

社
会
的
価
値

社
会
的
価
値

社
会
的
価
値

経
済
的
価
値

めざす姿を実現する
コミットメントイントロダクション

事業開発戦略 人材戦略

東洋紡の稼ぐ力
稼ぐ力を高める経営戦略 価値創造ストーリー 事業戦略

コーポレート・
ガバナンス データ

グリーン戦略 サステナビリティ戦略

サステナブル・グロースの実現

企業価値 経済的価値 社会的価値

TOYOBO REPORT 2026 06


	Go to Next Page 73: 
	Go to Previous View 73: 
	ボタン1033: 
	Go to Next Page 77: 
	Go to Previous View 77: 
	ボタン1037: 
	Go to Next Page 74: 
	Go to Previous View 74: 
	ボタン1034: 
	Go to Next Page 75: 
	Go to Previous View 75: 
	ボタン1035: 
	Go to Next Page 81: 
	Page 6: 

	Go to Previous View 81: 
	Page 6: 

	ボタン1032: 
	Page 9: 

	Go to Next Page 43: 
	Go to Previous View 43: 
	ボタン104: 
	Go to Next Page 76: 
	Go to Previous View 76: 
	ボタン1036: 


